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研究成果の概要（和文）：本研究では、前提を伴う言語形式の運用のしくみを明らかにすることを目的として、近年問
題視されている表現をとりまく言語現象を考察した。研究成果として特筆できるのは、ポライトネス効果を狙った語用
論的制約の操作使用の結果、意味が客観化するという現象を指摘することができたことである。これはポライトネスが
意図された語用論的制約操作が行われた場合に、その意図が形骸化するという社会言語学的パラドックスが存在するこ
とを示唆する。この現象のモデルとして扱った「残念な」に関する分析は、「日本語語用論フォーラム」の第1号（201
5年刊行予定）に掲載される予定である。

研究成果の概要（英文）：Linguistic expressions whose usages are pragmatically constrained may be used 
even though their pragmatic constraints are not satisfied. Those usages are often regarded as 
prescriptively “wrong.” This project investigated such linguistic phenomena with respect to how the 
usages are received in practice. I have observed, when such usages with pragmatic manipulation are 
intended for politeness effects, the meaning of the linguistic expressions becomes objectivized. This 
means that there is paradox such that usages with manipulation of pragmatic constraints for politeness 
will result in the nullification of politeness effects. This analysis will appear in the first issue of 
Nihongo Goyoron [pragmatics] Forum (Kato, Shigehiro (ed.), in press).

研究分野：言語学、語用論
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１．研究開始当初の背景
言語形式の中には、使用に際して、発話時

点のコンテクストに制約を課すものがある。
このコンテクストに対する制約は「前提」と
見なされ、そのような言語形式を含む文が伝
達する意味の一部とされている。このような
前提を引き出す言語形式は前提導入表現と
呼ばれ、意味論あるいは語用論の枠組みでの
み研究されてきた。前提導入表現は、時にコ
ンテクストが制約を満たさない場合にも使
用されることがあり、Lewis(1975)は、この
現象を、聞き手がコンテクストに前提とされ
た情報を付け加えるという「調整」を行うと
説明した。しかしながら、前提条件の操作や
調整に関しては、これまでほとんど体系的な
説明がされてきていない。Lewis 自身が、調
整は「ある程度の範囲」で起こると限定して
いるが、その範囲や調整を意図した前提の操
作に関する研究はこれまでされてきていな
い。前提条件の操作は日常生活で頻繁に行わ
れているが、その使用における意図や聞き手
に与える印象などを検証することは言語学
的な研究としては成立しにくい。談話標識や
談話スタイルに関しては、使用の意図やその
機能が多くの談話分析の研究の対象となっ
ている一方で、前提表現のような言語形式に
関して、その意図や機能の研究は行われてい
ない。操作が行われた時の聞き手の認知メカ
ニズムを客観的に叙述することが困難であ
ることが、前提操作という現象の分析を妨げ
ている。申請者は、1990 年代から前提と談話
機能に関する研究を行い、博士論文(1998)及
びその後の研究で「も」や他の言語における
同種の前提導入表現（英語の even や too、韓
国語の to）に関する分析に談話の視点を加え
た考察を行ってきた（Shudo 2002, 首藤・原
田 2008, Shudo 2008a, Shudo 2008b, Shudo
2008c, Shudo 2010）。また、「じゃないですか」
(ケネラー[=首藤] 1999, Shudo 2003）や「よろ
しかったでしょうか」(首藤 2007, Shudo &
Harada 2009, 首藤・原田 2009, 首藤 2011)の近
年における使用を前提条件の操作とみなす
考察を行い、聞き手の否定的反応をポライト
ネス理論（Brown and Levinson 1987）におけ
るフェイス威嚇行為によって説明すること
を試みた。これらの研究は申請研究のパイロ
ットスタディーとして機能した。
本研究はこれまで意味論・語用論の枠組み

で研究されてきた前提の概念に談話分析や
相互行為論の視点を加えた点が新しいアプ
ローチである。問題視されて言語使用を規範
的なアプローチから考察するのではなく、特
定の言語表現の使用が「問題」とみなされる
ことを「前提条件の逸脱」とみなし、言語使
用者の主観的データを前提条件の構築に利
用する点がこれまでの研究にはないアプロ
ーチである。前提条件操作の限界を意味論・
形式語用論の枠組みを超えて、ポライトネス
理論などの相互行為的理論との接点から分
析するという点で特徴がある。

２．研究の目的
本研究は、前提を伴う言語形式の運用のし

くみを明らかにすることを目的として、近年
問題視されている表現をとりまく言語現象
を考察する。集団的に前提が操作された使用
例に関するインターネット上の情報を聞き
手の間主観的情報を示すデータとして分析
し、前提を伴う言語形式の運用における意味
伝達のメカニズムを説明することを目指す。
ポライトネス理論は、前提条件の操作を、聞
き手との共有部分を強調し、フェイス威嚇行
為を緩和するためのポジティブポライトネ
スと位置づけたが、本研究ではポライトネス
誘因が明示されていなければ、前提条件操作
は結果的に聞き手に否定的反応をもたらす
ことを示す。ポライトネス方略のパラドック
スのモデルを示すと同時に、前提条件操作と
いう言語現象を説明する。
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３．研究の方法
インターネット上には掲示板やブログな

どに日本語の言葉使いに関する一般の言語
使用者の感想や意見が書き込まれる例が多
く見られる。こうした書き込みから聞き手に
否定的反応を呼び起こす複数の言語形式を
特定し、その原因が前提の操作である可能性
が高いものを抽出した。インターネット上の
書き込みなどから、言語形式に関して、使用
可能なコンテクストと使用不可能なコンテ
クストを特定し、前者のみを容認する前提条
件を再構築し、伝統的な使用に課せられた語
用論的制約として同定した。
伝統的な意味での前提導入表現ではない

が、使用時における話し手の情動的態度の存
在が語用論的制約の一部とされていた「残念
な」の使用形態に関しても上記の手法で分析
を行った。語用論的制約に関しても前提操作
と同様の分析を適用することが有効であっ
た。「残念な」の使用形態の変遷に関して，「現
代日本語書き言葉均衡コーパス」を利用し，
伝統的用法と新用法に関する量的考察を行
った．これは，「残念な」という語に関する
通時的な調査としての役割を担うことを狙
いとしたものではなく，語の意味の変遷に関
して，母語話者の直感に頼るだけではなく，
ある程度の客観的な裏付けを提供すること
のみを目的としたものである．

４．研究成果
「気になる日本語」と言われるような言語

使用に関しては、インターネット上に非専門
家である言語使用者による膨大な量の記述
が載せられている。問題とされる言語形態を

使用する母語話者がいる一方で、批判的な記
述をする母語話者が存在するという事実は、
語用論的制約が全ての母語話者に共有され
ているわけではないことを示す。本研究では、
前提導入表現の操作に対する聞き手の反応
は一元的に捉えられるものではなく、個々が
持つ前提条件に影響を受けることを示した。
さらにはフェイス威嚇行為の緩和策の効力
は聞き手が話者の意図を理解することによ
って伝わるが、その意図が不明瞭である場合
には機能しないことを示した。
本研究では、「残念な」の新しい使用法に

着目した。伝統的な使用では話し手の情動的
態度を伴うことが制約とされていたが、新用
法ではこの制約は操作されている。新用法で
は、形容詞の客観化が起きたと考えられる。
客観化が起きたのは，ポライトネス効果を意
図した語用論的制約操作による新用法が発
生し，この使用が浸透されると当初意図され
たポライトネス効果が希薄化し，主観的な感
情を伴うという意味が形骸化したためであ
るという説明を試みた．
客観的表現が主観的意味を獲得していく

プロセスは偏在し，そのプロセスを認知的に
説明する研究は多い（例えば Sweetser
(1990)や Traugott (1995)）が，筆者が知る限
りではその逆の方向性のプロセスに関して
社会言語学的要因を考慮にいれた研究は見
受けられない．本稿において，ひとつの特殊
な表現に過ぎない「残念な」の意味の変遷に
焦点を当てるのは，客観化のプロセスが少な
くとも可能であり，その背景にポラ効果を狙
った語用論的制約の操作使用が考えられる
ことを１つのモデルとして示すためである．
これは，語の使用において，ポライトネスが
意図された語用論的制約操作が行われた場
合に，その意図が形骸化するという社会言語
学的パラドックスが存在する可能性を示唆
するものでもある．
日常生活において調整を狙いとした語用

論的制約を逸脱した使用は偏在しているは
ずだが，その限界を同定することは不可能に
近い．言語使用者はその限界を暗黙知として
認識し，通常は限界を超えるような使用はし
ない．しかしながら，「残念な」の新用法の
ような集団的な使用法が偶発的に社会言語
現象として出現すると，それは制約に影響を
与え，語の意味に変化をもたらす可能性を持
つ．語用論的制約条件が操作された場合に調
整の限界はポライトネス理論によって説明
されるような談話的側面によるものである
可能性を示唆している．Lewis（1979）が「あ
る程度の制限範囲」としたものは，伝統的用
法の操作のようにポライトネス誘因が明示
的に伝達される範囲までである可能性も考
えられる．語用論的制約の操作における調整
の限界に関して，普遍的な結論を導くのは，
言語形式の語用論的制約の多様な形態を体
系的に把握し，より多くのデータの分析が進
むのを待たなければならない．本研究では，



ポライトネスに関与する操作が慣習化され
た場合は，ポライトネス効果は希薄化する可
能性を持つというパラドックスが存在する
ことを指摘するにとどめたい．
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